
 

 

 

皆さん、こんにちは。兵庫県立村岡高等学校

からまいりました、岡田と申します。本日は、

このような場で発表させていただく機会を与

えていただいて、本当にありがとうございます。

私も、皆さんとともに学んで帰りたいと思って

おります。よろしくお願いいたします。 

（スライド１）それでは、本校の取り組みに

つきまして、今から発表させていただきたいと

思います。たくさんのスライドをつくっており

ますので、少し駆け足になるかもしれません。

そのときは、またご質問等でよろしくお願いい

たします。 

（スライド２、３）まずは、概要説明からで

す。本校は兵庫県北西部の美方郡香美町という

ところにあります。生活圏は、どちらかと言え

ば鳥取の方になります。自然が豊かですし、自

然を生かしたアウトドア施設が点在していま

す。下にも書いておりますが、兵庫県の中でも

有数の少子高齢化が進んでいる地域であると

いう土壌があります。 

（スライド４）学校概要としましては、本校

の教育は、地域等の協働や関わりによって人材

を育成することを第一の目標としております。

一番下に書いています「教育指針『人みな使命

あり』」という言葉は、先輩から脈々と受け継

がれている、探究スローガン的な意味合いを持

つ言葉です。地域にも浸透しております。 

（スライド５）本校は全日制普通科、各学年

２クラス規模です。「地域アウトドアスポーツ

類型」です。この類型は「学区を設けない」と

いうことです。いわゆる全国から、生徒を募集

しています。普通コースは、兵庫県北部の第５

学区から募集しています。類型と普通コースの

割合は半々です。兵庫県北部以外から来ている

生徒については、地域の協力を得まして、寮で

はなくて下宿で、今、22 名が生活を送っていま

す。 

（スライド６）概要の中の、地域の動きが本

校のポイントになります。この地域の支援が、

教育活動の原動力になっています。まずは、学

校存続の請願書や要望書、この動きが行政を動

かしたという歴史があります。それに伴って、

学校が変革を行っていきました。 

（スライド７）学校の変遷です。昭和 60 年

から、いわゆる進学コースである、英語コース

やユニバーサルコースを進めていました。しか

し、地域の動きに伴って、平成 23 年に地域創

造類型、そして平成 26 年に地域アウトドアス

ポーツ類型という、今の形になりました。今の

１年生で８期生になります。 

（スライド８）学校では、進学に関係のない
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「地域」をテーマにした学習が保護者や中学生

に認知されるだろうかという、大変な議論と苦

悩があったようですが、決断をして、これをス

タートさせました。 

（スライド９）今、学校の概要を説明しまし

たが、それを表にしたものです。時系列でまと

めました。また、資料として見ておいてくださ

い。 

（スライド 10）いよいよ本校の「村高発『地

域を育てる学力』への挑戦」について、お話を

させていただきたいと思います。 

（スライド 11）村岡高校の考え方は、学校が

「地域との協働によるまちづくりの拠点」、そ

して「未来を創造する人づくりの拠点」になる

ことです。その大元は、日本のペスタロッチと

いう言い方もされておりますが、兵庫県北部の

教育者、東井義雄先生の「村を育てる学力」が

基本になっています。その相対する考え方を

「村を捨てる学力」と言い、いわゆる私たちが

受けた競争型教育としています。 

（スライド 12）もう少し説明させてもらい

ますと「村」、いわゆる「地域を育てる学力」

とは、協働、経験、コミュニケーションを通じ

て、科学化された生活的思考を育てることです。

それが「生きて働く主体性」、それから「意欲

を伴った学力」となって、自ら、そして地域を

成長させると考えています。 

（スライド 13）全国にはいろいろな地域と

の協働による教育活動を行っている学校があ

ります。本校は、その中でも少し特異な取り組

みを行っているのではないかと思いますが、地

域の最高学府である高校が拠点となる形で進

めています。いわゆる学校を核とした「スクー

ル・コミュニティ」を実践しようとしています。 

（スライド 14）それでは、本校の具体的な取

り組みを３つ紹介させていただきたいと思い

ます。 

（スライド 15、16）まず１つ目「村高発！地

域元気化プロジェクト」です。総合的な探究の

時間で、週１単位です。これは少し珍しいので

はないかと思いますが、全校生徒を縦割り８班

で編成しまして、地域と協働し、活性化する活

動を行っています。 

（スライド 17）活動班とその内容です。上の

２つの民芸班と吹奏楽班は、本校の職員によっ

て指導しておりますが、それ以外については大

学の先生や地域・行政の講師と連携して実施運

営しています。 

（スライド 18）これは細かい資料ですので、

また見ておいていただければと思いますが、具

体的な内容、講師の名前が出ています。 

（スライド 19～21）民芸班、吹奏楽班、食文

化班です。 

（スライド 22）環境Ａ班は棚田保全を中心

に行っていますが、今年からは土壌の調査や地

すべり対策等の探究も行っています。 

（スライド 23）環境Ｂ班は、森林環境の調査

活動を行う班です。 

（スライド 24、25）地域福祉班は、冬になる

と「村高除雪隊」に名前が変わります。 

（スライド 26、27）紙漉き班、そして集落調

査班、この８つの班に分かれて活動をしていま

す。 

（スライド 28、29）それから、全校生で年２

回実施される地域の全国規模のマラソン大会

の運営スタッフを行います。1,600～1,700 人

くらいの地域なのですが、約 3,000人のランナ

ーが訪れます。事務局によると、その 77％がリ

ピーターで、中高生に会いに来てくれるという

話を聞きます。生徒たちは、マラソン関係者や

地域の人たちと協議して、自分たちでランナー

をねぎらう方法、おもてなしの方法を考えて、

提案・計画、そして実践します。ランナーの方

と接することで、多くのことを経験し、感じ、

学ぶことができます。これも、授業で行ってい

ます。 

（スライド 30）活動については、年度当初

に、まず「計画」と「仮説」を立てて行います。
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ます。 

（スライド 30）活動については、年度当初

に、まず「計画」と「仮説」を立てて行います。

そして、年度末に活動報告と講師の先生による

振り返りを実施して、次年度への改善へとつな

げています。 

（スライド 31、32）２つ目は「地域アウトド

アスポーツ類型」の地域探求学習です。これは、

学校設定教科の「地域探求」という１単位によ

って実践しています。見ていただいたら分かる

ように「たんきゅう」を打ち間違えたかと思わ

れるかもしれませんが、この文字を「求める」

と「究める」のどちらにするのか、学校の中で

もかなり議論があったようですが、生涯を通じ

て「探し求める力」を育成したいという意味で、

この字に決まったと聞いております。鳥取大学

地域学部の先生に、学年を３年間担当していた

だくのが大きな特徴です。 

（スライド 33）また、ほかの特徴を挙げます

と、赤で書いているようなことになるかと思い

ます。公開授業であること、外部講師の活用は

200 時間以上になります。調査活動、フィール

ドワークを中心に行います。それから、全国の

動きを知る機会や発表の場をできるだけ創出

しています。最後には、卒業論文という形で自

分たちの考えをまとめて、それを進路に生かし

ていくことになります。成果物を作成して、そ

れを地域に発信する取り組みも行っています。 

 

 
 

（スライド 34）学びの流れを図にしたもの

です。課題解決能力を培うことを目標にしてい

ます。１年生では、地域の専門家に地域の現状

を教えていただきます。そして、大学の先生か

ら、探求活動の視点を教えていただきます。２

年生では、疑問や問題に対して、調査活動と協

議によって解決方法を探ります。３年生では、

さらに調査活動・協議を行って、提言書を作成

しています。 

（スライド 35）授業の進め方は、調査活動、

ワークショップ、プレゼンテーション、疑問が

出たらまた現地調査、ワークショップ、プレゼ

ンテーションを繰り返すような流れです。方向

性を決めるようなポイント授業ですが、年間５

回程度、大学の先生に来ていただいて、指導を

していただきます。それ以外は、学校の教員が

連携を取りながら、指導を行っています。 

（スライド 36）今、８期生と言いましたが、

これが探求のテーマで、青で書いているのが今

の在校生の取り組みになります。 

（スライド 37）そして、地域創造系は、過疎

地において地域活性を行っている地域を見に

行こうということから、２年生の夏季休業中に

は研修合宿を行っています。 

（スライド 38）もう一つのアウトドアスポ

ーツ系です。同様に、学校設定教科の「地域探

求」によって「スポーツ観光と地域活性」「健

康づくりと地域活性」という大きな２本の柱で、

３年間、系統立てて探求活動を行います。 

（スライド 39～41）これが、スポーツ系の探

求テーマです。少し詳しい資料ですので、また

ご覧ください。 

（スライド 42）それを「総合的な探究の時

間」、それから「地域探求」の発表会として、

10 月に「村高フォーラム」を開催します。それ

ぞれの学年、また班がプレゼンテーション、ポ

スターセッション、体験、実践、実演という形

で発表を行います。これは、もちろん、発表の

場にも、地域への発信・提案・啓発の場にもな

りますし、討論の場とも位置付けています。 

（スライド 43）成果物を簡単に紹介させて

いただきます。 

（スライド 44）これは、地域創造類型のころ

25

事
例
報
告
①

第
１
部



の成果物です。 

（スライド 45、46）これは、現地域アウトド

アスポーツ類型の１期生からの成果物です。業

者に出して、きちんと製本しています。 

（スライド 47、48）このように、ゲーム等も

入っています。ふるさとゲームです。 

（スライド 49、50）アウトドアスポーツ系の

成果物です。今は「介護予防体操」というＤＶ

Ｄ・テキストで普及を行っています。 

（スライド 51）３年間のまとめとして、卒業

論文「私の地域活性化プラン」を作成して、進

路に生かすとともに、最後には香美町長に提案

に行きます。 

（スライド 52～54）ふるさと協働活動です。

これはボランティア活動的な意味合いが多い

のですが、生徒会や類型、それから「総合的な

探究の時間」の班ごとに実践している内容です。 

（スライド 55）また、連携先ですが、多くの

支援や連携によって本校の活動は成り立って

います。 

（スライド 56）まず、平成 29 年からコミュ

ニティスクールが始まりましたが、本校は平成

25 年より「学校運営連携協議会」を設定しまし

て、校長は連携活動の方針や案を提案し、同意

を得て活動を行っています。 

（スライド 57）大学との連携です。鳥取大学

地域学部と 10 年以上の連携を行っておりまし

て、特に赤で書いております、山根副学長と筒

井先生は、本校のコーディネーター、またはア

ドバイザーという形で、本校の取り組みにはな

くてはならない存在となっております。 

（スライド 58）行政との連携例です。学びや

発表の場となっています。 

（スライド 59）地域の専門家との連携例で

す。 

（スライド 60）それから「格好いい大人にな

ろう」ということから、地域の卒業生や地域で

頑張っている若者との連携も大切にしていま

す。 

（スライド 61）行政の支援もとても大きく

て、地元香美町から年間約 180 万円頂いて、全

国募集や広報、成果物の作成に使わせていただ

いたり、下宿費用の家賃４万円を支援していた

だいています。「高校支援連絡会」というのは、

毎月、必ず教育委員会、町との三者において、

協議をして活動を進めています。それから「教

育コーディネーター」として、地域おこし協力

隊が本校に常駐しています。香美町の職員です

が、常駐して業務支援ならびに連絡調整をして

くれていて、本当に大きな存在です。 

（スライド 62、63）これからの展望につい

て、少し大きなことを書いていますが、研究セ

ンターを設立したいと思っています。 

（スライド 64、65）村高フォーラムでも提案

したのですが、高校の出身者、関係者、地域住

民、行政からなる地域づくりの知見を集結して、

地域づくりの総合研究を行うような組織をつ

くりたいと思っています。退職された高校の先

生の活躍の場でもあるかと思います。 

（スライド 66）２年前より本校の卒業生が

「Connect Kami（こねかみ）」というグループ

で、香美町を活性しようという動きをしてくれ

ています。そのような点の活動を集結させるこ

とで、研究センターも意味があるのかと考えて

います。 

（スライド 67、68）あとは、ハンドブックを

作成しています。これは鳥取大学の先生と協力

して、高校を中心とした地域活性または探求学

習について、ほかの学校やスクール・コミュニ

ティのメンバーに情報提供したいという目的

があります。今年度末に出来上がる予定です。 

（スライド 69～72）担う役割について、いろ

いろな意見を載せさせていただきます。これは、

一つ一つ説明しませんが、卒業生や大学の先生、

それから地域の声、地域の想いの強さがこの中

にも表れています。 

（スライド 73）現在は、文部科学省の事業を

受けて、今年２年目、来年３年目となるのです
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（スライド 52～54）ふるさと協働活動です。

これはボランティア活動的な意味合いが多い

のですが、生徒会や類型、それから「総合的な

探究の時間」の班ごとに実践している内容です。 

（スライド 55）また、連携先ですが、多くの

支援や連携によって本校の活動は成り立って

います。 

（スライド 56）まず、平成 29 年からコミュ

ニティスクールが始まりましたが、本校は平成

25 年より「学校運営連携協議会」を設定しまし

て、校長は連携活動の方針や案を提案し、同意

を得て活動を行っています。 

（スライド 57）大学との連携です。鳥取大学

地域学部と 10 年以上の連携を行っておりまし

て、特に赤で書いております、山根副学長と筒

井先生は、本校のコーディネーター、またはア

ドバイザーという形で、本校の取り組みにはな

くてはならない存在となっております。 

（スライド 58）行政との連携例です。学びや

発表の場となっています。 

（スライド 59）地域の専門家との連携例で

す。 

（スライド 60）それから「格好いい大人にな

ろう」ということから、地域の卒業生や地域で

頑張っている若者との連携も大切にしていま

す。 

（スライド 61）行政の支援もとても大きく

て、地元香美町から年間約 180 万円頂いて、全

国募集や広報、成果物の作成に使わせていただ

いたり、下宿費用の家賃４万円を支援していた

だいています。「高校支援連絡会」というのは、

毎月、必ず教育委員会、町との三者において、

協議をして活動を進めています。それから「教

育コーディネーター」として、地域おこし協力

隊が本校に常駐しています。香美町の職員です

が、常駐して業務支援ならびに連絡調整をして

くれていて、本当に大きな存在です。 

（スライド 62、63）これからの展望につい

て、少し大きなことを書いていますが、研究セ

ンターを設立したいと思っています。 

（スライド 64、65）村高フォーラムでも提案

したのですが、高校の出身者、関係者、地域住

民、行政からなる地域づくりの知見を集結して、

地域づくりの総合研究を行うような組織をつ

くりたいと思っています。退職された高校の先

生の活躍の場でもあるかと思います。 

（スライド 66）２年前より本校の卒業生が

「Connect Kami（こねかみ）」というグループ

で、香美町を活性しようという動きをしてくれ

ています。そのような点の活動を集結させるこ

とで、研究センターも意味があるのかと考えて

います。 

（スライド 67、68）あとは、ハンドブックを

作成しています。これは鳥取大学の先生と協力

して、高校を中心とした地域活性または探求学

習について、ほかの学校やスクール・コミュニ

ティのメンバーに情報提供したいという目的

があります。今年度末に出来上がる予定です。 

（スライド 69～72）担う役割について、いろ

いろな意見を載せさせていただきます。これは、

一つ一つ説明しませんが、卒業生や大学の先生、

それから地域の声、地域の想いの強さがこの中

にも表れています。 

（スライド 73）現在は、文部科学省の事業を

受けて、今年２年目、来年３年目となるのです

が「村高メソッド」として「人づくりネットワ

ーク」をつくりたいと取り組んでいます。 

（スライド 74）これは、資料です。また、ご

覧ください。 

（スライド 75）ロジックモデルです。 

（スライド 76）最後ですが、その活動が終了

した後が本校の本当の取り組みになると思い

ます。本校は、地域と行政に支えていただくこ

とはもちろんなのですが、強みを生かす、特に

「協働性」「多様性」「主体性」を伸ばす学びの

中で、学校と地域をさらに良いクロスな関係と

して発展させて、地域に学んで、地域を支えて、

地域になくてはならないという学校づくりを

していきたいと、今、職員全員で取り組んでい

ます。 

（スライド 77）少し駆け足になりましたが、

以上で本校の取り組みについて報告とさせて

いただきます。どうもありがとうございました。 
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１９９９年度(H1１) 住民過半数の「学級減阻止」の請願書

地域の動き

200６年度(H17) 香美町議会、県議会へ学校存続について
の要望書を提出 （住民の７５％）

20１５年度(H２７)～２０１９年度（R1）「香美町総合戦略」
⇒ 施策の柱
「高校存続に向けた入学者増加の取り組みに対する支援」

20１９年2月(R1) 「香美町村岡区地域連合協議会」の提言
⇒ 地域づくりのリーダーとなる人材育成の学舎である村岡高
校を地域住民が守り支援していく。

6

＊２０１１(H23)～2014（Ｈ26） 高校の変革

202１年度 在籍生徒数 内訳

＊クラス編成は普通コースとのミックス
＊( )内は但馬外生徒数／[  ]内は連携校生徒数

全日制
普通科 １年 ２年 ３年 合計

地域創造系
(但馬外の生徒数)

９
(０)

１３
(０)

１５
(１)

３7
(１)

ｱｳﾄﾄﾞｱｽﾎﾟｰﾂ系
(但馬外の生徒数)

１０
(２)

１１
(６)

１6
(7)

３7
(16)

普通コース ２２ ３０ ２７ 79
合 計

[連携校内の生徒数]
４１

[27]
５４

[42]
５８

[38]
１５３
[107]

地域
アウトドア
スポーツ

類型

７4
(17)

5

地域に学び、知識と知恵を身につけ、地域
と協働する創造的な人材を育てる。

教育指針「人みな使命あり」

村岡高校の教育方針

地域での学びをさらに充実させ、地域を支
え、元気にする人材を育成する。

村岡高校の重点目標

4

香住区

村岡区

小代区

・香住ガニ
・柴山ガニ
・漁師町

・おじろスキー場
・但馬牛
・棚田
・若者

・山名氏
・城下町
・森林
・村岡高校
・ハチ北スキー場

・香美町市町別人口減少率 2015ｰ2030 26.5％
・高齢化率 36.60％ （2030年４６．７％）

村岡高校

3

学校概況

みんな(生徒）が主役

2

第19回高大連携教育フォーラム

令和3年12月4日
兵庫県立村岡高等学校 教頭 岡田厚志 1

スライド 1

スライド 3

スライド 5

スライド 2

スライド 4

スライド 6

岡田　厚志（兵庫県立村岡高等学校 教頭）
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知識偏重の競争型教育から脱却した、
生活の中でたくましく生きて働く、主体
性や生きる意欲を伴った学力。

地域づくりの過程を通して、地域と協
働し、地域の魅力を活かして、地域を
育て,自らも育つ学力。

地域（村）を育てる学力とは？

12

地域社会で村岡高校が担うポジションは・・・

協働のまちづくりの拠点

村岡高等学校は、

地域の未来を創造する人づくりの拠点

村を捨てる学力
□競争型教育

□受験のための知識獲得

□地域の若者を都市へ 送りだす

装置としての学校

村を育てる学力
「みじめな村をさえも見捨てず、

愛し、育て得るような、主体性を

もった学力」
（東井義雄(1957)『村を育てる学力』明治図書）

11

村高発

「地域を育てる学力」
への挑戦

10
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9

県下各校の特色化、学級減対策
2011年度「地域創造類型」を創設して募集開始

教職員の苦悩と決断

◎2011(H23）年度 学校設定教科『地域探求』設置
大学教授の助言もあり、「知識伝達型の授業」から「探求心を育む
授業」へ（自己の夢への探求心の育成）

保護者の興味関心は、卒業後の進学保障。進学に関係のない
「地域」をテーマにした学習・・・

・保護者の理解は得られるのか？
・どうすれば生徒募集の切り札とできるのか？

◎2013(H25)年度 総合的な学習の時間「村高発 地域元気化
プロジェクト」開始
全校生による地域活性化へ向けての実践活動として、全校生で
地域づくりに取り組むこととした。

2014年度 地域アウトドアスポーツ類型に改編（全国募集）
8

１９８５年度（Ｓ６０） 普通科に英語コース設置

200２年度（Ｈ１４） 英語コースをユニバーサルコースに改編

2006年度（Ｈ１８） ユニバーサルコース募集停止（学年2クラス）

2011年度（Ｈ２３） 地域創造類型設置（特色ある学校づくり）

2013年度（Ｈ２５） 学級減（1学年1クラス）

2014年度（Ｈ２６） 地域アウトドアスポーツ類型に改編
2類型設置（地域創造系・ｱｳﾄﾄﾞｱｽﾎﾟｰﾂ系）
≪学区なし：全国募集≫（学年２クラス）

2020年度（Ｒ２） 文科省「地域との協働による高等学校教育改
革推進事業」研究指定校

村岡高校の変遷

7

スライド 7

スライド 9

スライド 11

スライド 8

スライド 10

スライド 12
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総合的な探究の時間[村高発地域元気化プロジェクト（１単位）]

活 動 内 容 

①民芸班 ・民謡集団蘇武を中心に踊りと太鼓の出前演舞活動 
・出前レッスン活動 

②紙漉き班 
・長須集落での射添紙復活プロジェクト協力 
・村岡ﾀﾞﾌﾞﾙﾌﾙ賞状作成          （本多秋香 氏） 
・射添小 紙漉き体験授業スタッフ 

③吹奏楽班 
・施設・病院等への出前コンサート活動。 
・近隣小学校への出前レッスン活動 

④食文化班 

・村岡食材研究。     (木谷恒子氏） 
・商品開発。         （井上治世先生） 

・地域イベントでの郷土料理提供サービス 
・美方大納言普及活動（予定） （香美町農林水産課） 

⑤環境Ａ班 
（棚田保全） 

・貫田集落「うへ山棚田」の保全活動  
   （小代地域局長：上田和章氏）  （小林良斉氏） 
・水田の土壌調査 （小代地域局：西谷雄紀氏） 
・地すべり防止と長寿化（但馬県民局、豊岡土地改良センター） 

⑥環境Ｂ班 
(森の健康診断) 

・「森の健康診断」 （鳥取大学：永松大先生） 
・「木の駅ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ」（香美町農林水産課：北村浩史氏）  

(地域おこし協力隊：谷野 博氏） 

⑦地域福祉班 

聞き取り調査・支援策の検討および実践活動。 
（高齢者・子どもに関わる課題を見つけ、解決策を考え、企画案を作り、地域
で実践していく。） 
・「村高除雪隊」 

⑧集落調査班 
・集落の魅力を発信するため、地域調査を実施する。 
（鳥取大学：筒井一伸先生） 

（小代地域局長：上田和章氏） 
 
地元ﾏﾗｿﾝ大会へ 
全校生ｽﾀｯﾌ活動 

(9/26・10/31) 

みかた残酷マラソン・村岡ﾀﾞﾌﾞﾙﾌﾙｳﾙﾄﾗﾗﾝﾆﾝｸﾞに企画から参画し、全校生が
スタッフとして参加する。 
（みかた残酷マラソン実行委員会）10/31 
（村岡ﾀﾞﾌﾞﾙﾌﾙｳﾙﾄﾗﾗﾝﾆﾝｸﾞ実行委員会）9/26 

村高ﾌｫｰﾗﾑ開催 

(10/9) 

地域住民を招いて、活動の報告および地域の活性化について議論する。 
（鳥取大学：筒井一伸先生・ｱﾚｸｻﾝﾀﾞ-・ｷﾞﾝﾅﾝ先生） 
（立教大学：小泉元宏先生） 

地域づくりサミッ
トin但馬(7/17) 

高校生による地域づくりサミットin但馬の企画・運営 
（鳥取大学：多田憲一郎先生・筒井一伸先生） 

総合発表会 
(3/8） 

総合的な探究の時間の成果を発表する。 
（鳥取大学：石山雄貴先生） 

 18

活動ｸﾞﾙｰﾌﾟ名 活 動 内 容

民芸班 踊りと太鼓の出前演舞活動、出前ﾚｯｽﾝ活動。

吹奏楽班 出前コンサート活動、近隣小学校へ出前レッスン活動。

食文化班 村岡食材研究、商品開発、郷土料理提供サービス活動

環境Ａ班 「棚田保全」・「水田の土壌調査」

環境Ｂ班 「森の健康診断」「木の駅ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ」

開催月日 全 班 参 加 活 動 内 容

10月31日(日) みかた残酷ﾏﾗｿﾝに学校行事（全員参加）として企画から参画2021年度中止

９月26日(日) 村岡ﾀﾞﾌﾞﾙﾌﾙﾏﾗｿﾝに学校行事（全員参加）として企画から参画2021年度中止

10月９日(土） 住民を招いて開催する「村高フォーラム」で活動発表2021年度は非公開で実施

３月9日(火） 「総合的な探究の時間発表会」校内で活動発表会を開催

村高発！ 地域元気化プロジェクト202１

地域福祉班 聞き取り調査し支援策を検討・実践活動/冬季：村高除雪隊

紙漉き班 射添紙復活プロジェクト協力

集落調査班 集落の魅力を発信するための集落調査活動

17

村高発！ 地域元気化プロジェクト

■学年縦割で編成したグループ活動

■全校生が地域イベントのスタッフとして参加

■地域と協働した活動を各班で展開

■活動成果を全校生や地域へ発表

16

村高発 ！
地域元気化プロジェクト
[総合的な探究の時間 1単位]

15

「地域を育てる学力」育成の具体化

地域アウトドアスポーツ類型の授業

村高発！地域元気化プロジェクト
（総合的な探究の時間 1単位）

（学校設定教科：地域探求 各１単位）

高校生ふるさと協働活動
14

② 地元の行政やコミュニティが高校に働
きかけて、一緒に地域づくりを進めよう
とするケース

③ 高校が地域に働きかけて一緒
に地域づくりを進めようとする
ケース

岐阜県立
可児高等学校

等

「このままでは高校や地域が存続できない」という危機意識

兵庫県立
村岡高等学校

① 行政（議員集団）が学校に働きかけ
て地域づくりを進めようとするケース

島根県立
隠岐島前高等学校

等

13

スライド 13

スライド 15

スライド 17

スライド 14

スライド 16

スライド 18
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今後の地域に何が必要なのか。高校
生に何ができるかを考え、支援策を検
討し、実践する。
（写真：地域の老人ホームでレクリエーションを開催）

地域の老人ホームでレク
リエーションを開催

いそうっ子教室
（放課後こども教室）

24

「森の健康診断」
地域にある人工林の調査を行う。

「木の駅プロジェクト」
間伐材を利用し、地域通貨と交換するシステム
を体験し、広報することを地域と協働して行う。 23

棚田百選にも選ばれた地域の美しい棚田で、棚田の景観
を保全する活動の一環として、地域住民と協働して、棚田
米を作りその魅力を伝える。棚田の機能や土壌の調査研
究を行う。

22

高校生として「食」の観点から地域活
性化の為にどのようなアプローチがで
きるか考え、地域の人々と協働して、
「食」を通して地域活性化を目指す。

21

地域イベントでの演奏だけでなく、地域
で吹奏楽をする小学生に訪問指導、福
祉施設への訪問演奏を行い、「相手も
自分も楽しめる演奏」をする。

20

蘇武の演舞や和太鼓を地域イベン
トで披露し、地域の方々に夢と希望、
感動と共感を与え、地域に若い活
力を届ける。 19

スライド 19

スライド 21

スライド 23

スライド 20

スライド 22

スライド 24
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2021年3月9日実施

・年度末に各班で取り組んできた一年間の活動と成果を

まとめ、全校生の前で発表します。

・外部講師・地域の方から活動内容や発表方法について

講評をいただき、次の活動につなげていきます。

30

地域を支える一人として地域に関わる

コミュニケーション 感謝
充実感 達成感 自己有用感 自己肯定感

29

（20２０、21年度は中止）

村岡区・小代区で開催されるマラソン
全国大会で、全校生がスタッフとして
参加。高校生目線の大会運営を提案・
実践しています。

リピーターランナー ７７％
28

小規模集落の魅力発信プロジェクトの一環として、集落に
調査に入り、魅力を発見し、発信していく活動を行っている。

27

長須地区の射添和紙復活プロジェクト
に参加し、マラソン大会の賞状作成や地
元小学生の体験授業・地域でのイベント
のスタッフ等に取り組んでいます。

26

豪雪地帯の地域で暮らす独居高齢者
のお宅を中心に除雪作業を行うことで、
地域福祉に貢献する。 25

スライド 25

スライド 27

スライド 29

スライド 26

スライド 28

スライド 30

32



鳥取大学や地域の専門家の指導
地域活性を探求・発信・提言する

１期生 集落魅力発信プロジェクト
～小規模集落の魅力発見～

２期生 ふるさと教育の体系化
３期生 八幡山彫刻公園復活プロジェクト
４期生 まち歩きゲームの開発「目指せ！村岡ものしり博士」

５期生 ふるさと教育教材開発プロジェクト
６期生(3年) 石碑を巡る香美の旅（映像による発信）
７期生(2年) マーケティングを活用した地域づくり

～ヒト・モノ・コトを売り出す～

8期生(1年)  ＳＤＧｓによる持続可能社会を目指して 36

「地域探求」の進め方
・大学、地元講師等による講義・現地調査で知識、
調査活動の方法、ポイントの理解を深める。 （地域学入門）

→ 現地調査①
→ まとめ（疑問、課題）
→ プレゼン（講師による助言）
→ WS意見共有
→ 現地調査②・・・
→ まとめ（探求テーマ）・プレゼン（講師）
→ 関係者と協働した活動
→ まとめ・プレゼン（講師）
→ 発表・発信・提案

地
域
探
求
Ⅰ
Ⅱ

35

課題の設定
知ることで発生し
た疑問や問題に対
する解決方法を、
調査活動を通して
探る。

地域への提言

「課題」に対する、

調査活動と提言書

の作成。

地域の自然と歴史
各分野の専門家の
視点から「郷土」を
知る。
探求の視点を学ぶ
（3年間の基礎）

知識ではなく、学ぶ方法を学ぶ。 (課題解決能力を培う)

地域創造系の学習のねらい

34

「地域探求」の特徴

①すべてを公開授業とする。（住民参加）
②地元の外部講師を活用する。（地域に開かれた学校）
③調査活動を中心に置く。（地域への働きかけを行う）
④大学等の公開講座等へ積極的に参加する。（全国の地域づくり
の動きを知る）
⑤町長講演会・教育講演会・地域づくりサミット等を開催。（学び
の場・発表の場を創出）
⑥第２学年で地域創造系生徒が２泊３日の夏季現地研修（先進
地の住民と情報交換を行う。）
⑦第３学年で地域への提言として、卒業論文「私の地域活性化プ
ラン」を作成し、香美町へ提言する。
⑧３年間のまとめとして毎年、冊子・ビデオ・パンフレット等を作成
し、地域に配布する。 33

学校設定教科「地域探求」

・「知識伝承型」から「探求心を育む」授業へ

・1年生で「地域を知り」（体験）、2年生で
「地域を深め」（調査）、3年で「地域を創
る」（提案・実践）をテーマに学校設定教科
を置く

・各科目に大学教員等を配置して「学習の体
系化」を図る。 （学年を３年間担当する）

32

地域
アウトドアスポーツ類型

～特色ある類型～

31

スライド 31

スライド 33

スライド 35

スライド 32

スライド 34

スライド 36

33
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【プレゼン・ポスター発表】

【記念講演】

【パネル討論会】

「地域創造系」「アウトドアスポーツ系」
「総探」の成果をまとめ発表する。

ゲストを招き地域づくりを学ぶ。

地域づくりをテーマに、行政や
地域住民と共に討論する。

地域住民･行政への発信･提案･啓発

42

アウトドアスポーツ系実施科目 [学校設定教科：総合スポーツ学]

学年 科 目 単位数 講師・協力者 内  容 

２年 

  冒険教育Ⅰ   ２単位   
 地元講師 
（とちのき村） 

ツリーイングジュニアクライマー、ＭＦＡ、
キャンプインストラクター資格取得を目
指し講義・実習を行う 

 生涯ｽﾎﾟｰﾂ探究Ⅰ １単位   
   地元講師 
（井上直樹氏） 

地域の自然を活かして、ゴルフ・スキー

の実習を中心に行う。 
 

  ｽﾎﾟｰﾂ実践Ⅰ   １単位   
  地元講師  
（森井勇希氏） 体力トレーニングの理論と実習を行う。 

３年 

  冒険教育Ⅱ   ２単位   
 地元講師 
（とちのき村） 

ツリーイングジュニアクライマー、ＭＦＡ、

キャンプインストラクター資格取得を目

指し講義・実習を行う 

生涯ｽﾎﾟｰﾂ探究Ⅱ  １単位   
   地元講師  
（井上直樹氏） 

地域の自然を活かして、ゴルフ・スキー

の実習を中心に行う。 

  ｽﾎﾟｰﾂ実践Ⅱ   １単位   
   地元講師 
（森井勇希氏） 

ｽﾎﾟｰﾂにおけるﾘｰﾀﾞｰ（指導者）となるた

めの理論と実習を行う 

 
41

地域アウトドアスポーツ類型 [学校設定教科：地域探求（各１単位）]
「知識ではなく、学ぶ方法を学ぶ（課題解決能力を培う）」を趣旨として、各学年類型に科目を設置し、地域を知り

（１年）、地域を深め（２年）、地域を創る（３年）をテーマに学習を進めている。また、各科目に大学講師を配置し、学
習の体系化を図り、大学・地域等の講師との連絡調整は香美町地域おこし協力隊（教育コーディネーター）が行う。

学年 科 目 系 講師・協力者 内  容 

１年 
 
62期生 

地域学入門 

地域創造系 

地元講師 
 （西田昭夫氏） 
  （古藤 尚氏） 
 （菅村定昌氏） 
  （石松 崇氏） 

地元の自然・歴史・文化の学習 

兵庫県立大学 
（横山真弓先生） 獣被害について 

鳥取大学 
（石山先生） 

ＳＤＧsによる持続可能社会を目指して 
（仮称） 

アウトドア 
スポーツ系 

地元講師 
（西垣幸造氏） ｱｳﾄﾄﾞｱｽﾎﾟｰﾂ体験 

専門学校講師 
（履正社医療ｽﾎﾟｰﾂ
専門学校等） 

ｽﾎﾟｰﾂ基礎理論の習得 
栄養学 

２年 
 
61期生 

地域探求Ⅰ 地域創造系 

鳥取大学 
（白石先生） 

マーケティングを活用した地域づくり 
『ヒト・モノ・コトを売り出す』 

香美町教育委員会
教育総務課 

地域探求合同研修会 
日程：７／下旬 

地域ｽﾎﾟｰﾂⅠ アウトドア 
スポーツ系 

香美町教育委員会 
（田中利彦氏） 
鳥取大学 
（関耕二先生） 

健康づくりと地域活性 
・ｵﾘｴﾝﾃｰﾘﾝｸﾞの普及活動 
＊ﾜｰﾙﾄﾞﾏｽﾀｰｽﾞｹﾞｰﾑｽﾞ関西へ向けて 

３年 
 
60期生 

地域探求Ⅱ 地域創造系 

鳥取大学 
（ギンナン先生）香
美町教育委員会 

国際的・芸術的・文化的アプローチによ
る地域活性『石碑を巡る香美の旅』 
＊紹介動画作成予定 

香美町企画課 
鳥取大学 
(塩沢健一先生) 

香美町長講演会（７/中旬） 
（地域創造系１～３年対象） 

地域ｽﾎﾟｰﾂⅡ アウトドア 
スポーツ系 

香美町福祉課 
（大西珠代氏） 
鳥取大学 
（関耕二先生） 

健康づくりと地域活性 
・介護予防体操による身体機能改善 
＊元気体操作成・普及 
（ＤＶＤ作成） 

 40

鳥取大学や地域の専門家の指導
スポーツによる地域活性を探求する

１期生 「香美町ｳｫｰｷﾝｸﾞﾏｯﾌﾟ」作成
２期生 「産学連携によるｽﾎﾟｰﾂﾂｰﾘｽﾞﾑ実践」
３期生 「ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞｺｰｽ作成｣｢ｵﾘｴﾝﾃｰﾘﾝｸﾞ普及｣

｢ｳｫｰｷﾝｸﾞﾏｯﾌﾟ活用｣
４期生 ｲﾍﾞﾝﾄ企画運営｢村岡ｳｫｰｸとﾊﾞｰﾑｸｰﾍﾝ作り」
５期生 ｢ｵﾘｴﾝﾃｰﾘﾝｸﾞの普及と教育的効果｣
６期生(3年) 「介護予防体操による身体機能改善」

DVD化
７期生（２年） ｢ｵﾘｴﾝﾃｰﾘﾝｸﾞの普及と教育的効果｣
8期生（1年） ＊2年次で決定 39

アウトドアスポーツ系の展開

地域学入門

冒険教育Ⅰ・Ⅱ
アウトドアスポーツインストラクターの資格取得

アウトドアスポーツの体
験とスポーツ理論を
学ぶ。

・スポーツ概論
・スポーツ指導論
・トレーニング理論
・栄養学
・鍼灸
・ｺﾝﾃﾞｨｼｮﾆﾝｸﾞ実習
・ｱｳﾄﾄﾞｱｽﾎﾟｰﾂ体験
・野外合宿

地域スポーツⅠ

生涯スポーツ探究Ⅰ・Ⅱ
ゴルフ・スキー等の技術修得

地域スポーツⅡ
スポーツ観光と地域活性
健康づくりと地域活性

スポーツ実践Ⅰ・Ⅱ
トレーニングの理論と実践を学ぶ

38

【2021年度 合宿研修:地域創造系2年】2021.8.3
徳島県上勝町（日帰り研修）

「葉っぱビジネス」による地域活性化

【過去の訪問先】（2泊3日で実施）
2012年～2015年 島根県海士町
2016年 山口県長門市俵山地区
2017年 山口県宇部市ときわミュージアム
201８年 岡山県西粟倉村
201９年 島根県太田市
2020年 奈良県明日香村（オンライン研修）

㈱いろどりでの講演 ゼロウェイストの現地説明彩農家さんの聞き取り

夏季現場研修 （夏季休業に実施）

37

スライド 37

スライド 39

スライド 41

スライド 38

スライド 40

スライド 42
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２２００２２００年年度度

ものしり博士カルタ

アユの人生ゲーム

村づくりゲーム

48
６期生

２２００１１９９年年度度 22001199年年度度

香香美美町町集集落落ｶｶﾞ゙ｲｲﾄﾄﾞ゙ﾌﾌﾞ゙ｯｯｸｸ

『『むむららのの風風景景』』vvooll..３３

５５期期生生

村村岡岡ままちち歩歩ききゲゲーームム

『『目目指指せせ!!  村村岡岡ももののししりり博博士士』』

５５期期生生
47

八八幡幡山山公公園園
国国際際彫彫刻刻公公園園再再生生

ププロロジジェェククトト
報報告告書書
３３期期生生

八八幡幡山山公公園園 国国際際彫彫刻刻

ガガイイドドママニニュュアアルル

３３期期生生

220011７７年年度度 220011７７年年度度 220011８８年年度度

香香美美町町集集落落ｶｶﾞ゙ｲｲﾄﾄﾞ゙ﾌﾌﾞ゙ｯｯｸｸ

『『むむららのの風風景景』』vvooll..２２

４４期期生生

46

香香美美町町ふふるるささとと

『『ももののししりり博博士士』』

２２期期生生

香香美美町町集集落落ｶｶﾞ゙ｲｲﾄﾄﾞ゙ﾌﾌﾞ゙ｯｯｸｸ

『『むむららのの風風景景』』vvooll..11

１１期期生生

八八幡幡山山国国際際彫彫刻刻公公園園

ガガイイドドママッッププ

３３期期生生

22001166年年度度 22001177年年度度 220011７７年年度度

45

香香美美町町人人物物
ガガイイドドブブッックク

『『かかみみ＊＊ああうう』』

みみかかたた残残酷酷ママララソソンン

『『おお・・もも・・てて・・なな・・しし』』

DDVVDD

『『RRee//MMaapp香香美美』』

22001133年年度度 22001144年年度度 22001155年年度度

44

成果物

村岡高校の地域探求活動による

43

スライド 43

スライド 45

スライド 47

スライド 44

スライド 46

スライド 48
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中学校部活動交流

あいさつ運動

地域中学と部活動合同練習を開催し、高校生
が中学生に指導するなどして交流を図っている。

地域とともに歩む村岡高校

合同芸術祭・湯舟川コンサート
吹奏楽をはじめとする文化部の発表会を開催し、地
域の方々や中学生との交流を深める芸術祭として実
施している。

生徒会が中心となって、通学路や小学校、中学校、
高校の校門付近を「挨拶ロード」と名付けて、毎月1
回挨拶運動を行っています。

53

放課後子ども教室

土曜チャレンジ学習事業

村高発地域元気化プロジェクト地域福祉班が放課
後に小学校を訪問し、小学生と遊びを通して交流
する。（教育委員会）

地域の子どもたちにとって有意義な土曜日を実現す
るため香美町が行う「土曜チャレンジ学習事業」に
特別協力隊として参加している。

地域とともに歩む村岡高校

ふるさとおもしろ塾スタッフ
村岡中央公民館が小学生対象に行う「ふるさとお
もしろ塾」に高校生がスタッフとして参加している。

54

高校生ふるさと協働活動

52

【地域創造系】
51

３年アウトドアスポーツ系[60期生]
探求テーマ「健康づくりと地域活性」

介護予防体操創作（ＤＶＤ・テキストで普及）

50

スライド 49

スライド 51

スライド 53

スライド 50

スライド 52

スライド 54
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地域の若者と連携

総合的な探究の時間 地域創造系授業

村岡おんがえしプロジェクト（大学生） 香美町若者まちづくり懇話会
60

但馬の植生
（地元講師）

村岡歴史探索
（地元講師）

地域の専門家

紙漉き体験
（地域おこし協力隊）

アウトドアスポーツ実習
（とちのき村）

但馬の地質
（地元講師）

水生昆虫調査
（地元講師）

59

地域の行政機関等

森の健康診断
（香美町農林水産課と）

未来ミーティング
（香美町企画課と）

香美町挨拶運動
（香美町教育委員会と）

学校運営連携協議会
（香美町・鳥取大学・同窓会・PTA・
小中学校・地域代表・高校）

高校生議会
（香美町議会・議会事務局）

町長講演会・討論会
「香美町の現状と
課題について」

58

2021高大連携（鳥取大学地域学部）

アドバイザー 科 目 テーマ

石山雄貴 氏
【地域創造コース 講師】

地域学入門
（地域創造系１年） ＳＤＧｓによる持続的な地域を目指して

白石秀壽 氏
【地域創造コース 講師】

地域探求Ⅰ
（地域創造系２年） 「マーケティングを活用した地域づくり」

ｱﾚｸｻﾝﾀﾞｰ・ｷﾞﾝﾅﾝ 氏
【国際地域文化コース 講師

地域探求Ⅱ
（地域創造系３年）

国際的・芸術的・文化的ｱﾌﾟﾛｰﾁ
「石碑を巡る香美の旅」

関耕二 氏
【人間形成コース 准教授】

地域スポーツ１
（スポーツ系２年）

健康づくりと地域活性
「介護予防体操による身体機能改善」

講 師 授 業 名 内 容

塩沢 健一 氏
【地域創造ｺｰｽ 准教授】

地域探求講演会 助言（評価と課題・展望について）

永松大 氏
【農学部 教授】

総合的な探究の時間
（環境B班） 「森の健康診断」（人工林の調査）

筒井一伸 氏
【地域創造コース 教授】

総合的な探究の時間
（集落調査班）

「集落の魅力発見ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ」
（小規模集落ｶﾞｲﾄﾞﾌﾞｯｸづくり）

「学校運営連携協議会」のアドバイザー ：山根俊喜 氏 【鳥取大学副学長】

「地域創造教育サポーター」の設置 ：鳥取大学地域学部の学生に委嘱

57

村岡高等学校 学校運営連携協議会

設 置 Ｈ２５．３．１１ （２０１３）

協議事項 ① 村高と地域との協働活動連携
② 村高の実践成果と課題
③ 村高の教育活動の展開
④ その他事業目的達成に必要な事
（村高下宿運営組織として同意を得た）

委 員 ① 香美町（企画課長）
② 香美町教委（教育企画研修室長）
③ 学識者（鳥取大学地域学部教授）
④ 地域小中校長（村岡小・中校長）
⑤ 類型関係団体代表
（冒険教育団体・スポーツ推進委員会・若者懇話会・地元企業）

⑥ 小中ＰＴＡ代表
⑦ 村高同窓会長副会長・ＰＴＡ会長
⑧ 村岡高校長

運営方法 会長（同窓会長）が校長と協議して招集。
校長は連携活動の基本方針・基本案を提示し、同意を得て、連携支援を
受けながら地域協働活動に関する学校運営を行う。 56

連携先機関

地域の行政機関
●香美町役場
●香美町教育委員会
●香美町福祉協議会

●地域おこし協力隊
（教育コーディネーター）

地域の専門家
●山陰海岸ジオパーク推進員
●地元歴史研究家
●ＮＰＯ法人

大学等の研究機関
●鳥取大学
●兵庫県立大学
●島根大学 ●福井大学
●履正社医療ｽﾎﾟｰﾂ専門学校

村岡高校

・地域探求
・総合的な探
究の時間

55

スライド 55

スライド 57

スライド 59

スライド 56

スライド 58

スライド 60
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66

官民学一体となった地域プラットフォーム構築

① 高校を卒業した若者の学びの共同体

② 小中高の「ふるさと教育」のコーディネーター

③ 地域を担う人材育成・確保」（新過疎法）を具体化

する(公立)機関

高校出身者・関係者の知見を集結

キーワード
地域 教育 協働 人材 コーディネート

研究センターの位置づけ

65

64

研究センター
設立構想

展望１

63

「教育のまち」を創る

大人の探究コミュニティ構築へ向けて

今後の

展望

62

③「高校支援連絡会」
香美町企画課・香美町教育委員会・高校の
３者で毎月１回 開催し、情報交換を行っている。

④「香美町総合戦略」(2015-2019)
高校存続に向けた入学者増加の取組に対する
支援が施策の柱 のひとつに掲げられている。

⑤「教育コーディネーター」
香美町地域おこし協力隊（総務省事業）を派遣（学校に常勤）。

②「香美町高校生徒下宿費補助金交付制度」
村岡高校・香住高校に通学不可能な生徒に、上限月４万円の下宿費補助金を

交付 ＜全県・全国から生徒を募集するための香美町の支援策＞

行政の支援・連携

①「高等学校魅力化支援事業」
魅力ある高校づくりに資する事業80万円／生徒募集活動に資する事業100万円

61

スライド 61

スライド 63

スライド 65

スライド 62

スライド 64

スライド 66
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●私は町の抱える課題に取り組んでいる村高の
「応援団」です。ぜひ香美町に残って町づくり、地
域づくりにがんばってください。これからも応援し
ます。

●村岡高校の存続は、私たちの地域の存続でも

あります。 学校を失った地域が急速に求心力を

失っているのはみなさんもご存じのとおりです。

今本当に手を打たなければこどもたちの未来は

ありません。
72

発見したのは、思いを持った教員のみなさま、地域
おこし協力隊などを含めた地域の方々、そして、村
岡の人々の関係性のなかで大きく成長していく生
徒たちであった。

私から見れば、「地域の隠された魅力」というのは、
村高そのものであり、みなさんであった。卒業生の
みなさんは、どうか誇りに思ってもらいたい。他に、
こんな高校はないのだから。私は本当に、村岡高
校のような学校で、学んでみたかった。

71

●地域探求の活動で活性化に取り組んでいる人
と話をするだけで新たな発見があった。故郷が好
きになった。
●地域探求で地域の多くの人に会った。地域が若
者に大変期待していることが分かった。
●私は香美町職員となって香美町の課題に正面
から向き合って活性化に貢献したい。
●地域探求で自分の考えが大きく変わった。大学
を卒業して地元に帰ってくる。そして、私の地域活
性化策（卒業論文）を実行に移したい。

70

まとめにかえて．．．

村岡高校の担う役割

69

全国で進められる高校魅力化が行政や地域住民から高校に
働きかけられてきた傾向が強い中で，村岡高校は教員主体で発
案され，高校を中心に地域協働が進められてきた普通科高校教
育の展開という特長を持っており，教員として地域とかかわる教
育の位置づけが本書の柱となる。

活動に参画する誰もがキーパーソンとなって進展する学びとは
何か，それを支える関係づくりの要諦とは何か。そして，地域との
連携が求められる現場教師を中心に，高校と連携を進めたい行
政や地域コミュニティのメンバーなどに有益な情報を提供するも
のと期待する。

68

探求ハンド
ブック作成へ

全国どこでもできる実践を目指して

展望２

67

スライド 67

スライド 69

スライド 71

スライド 68

スライド 70

スライド 72
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隊）

75

ご清聴ありがとうございました。。 77

・地域と連携した協働性のある学び

・全国募集を活用した多様性のある学び

・地方部小規模校の特性を活かした主体性

を伸ばす学び
76

連携・協力・支援

ちいき大好きプロジェクト ～郷土愛を育む「村岡メソッド」の開発～

○山・川・海の豊かな自然環境
○但馬牛・マツバガニなど豊富なブランド食材
○スキー・登山など多様なアウトドアスポーツ施設

村岡高校のある香美町の魅力

村岡高校

コンソーシアム構成団体

大
学

地域団体・企業
香美
町

同窓会

地元研究家 幼・小・中学校

●若い世代の流出による人口減少の加速化と少子高齢化の進展
●地域を支える担い手の高齢化による観光産業等の後継者問題
●雪不足など気象変化の影響によるスキー以外の魅力づくり

香美町の課題

地
域
を
育
て
る
学
力
を
身
に
つ
け
た
、

地
域
を
愛
す
る
未
来
型
人
材
の
育
成

地
域
を創

る

地
域
を

深
め
る

地
域
を知る

地域を愛し、地域課題の解決に寄与
する「人づくり」「地域づくり」

つ
け
た
い
能
力

①課題発見能力 ④新たな価値を創造する能力 ⑦コーディネート能力
②課題解決能力 ⑤コミュニケーション能力 ⑧自己表現能力
③プレゼンテーション能力 ⑥議論する能力

・観光施設経営者等による講義
・地域での調査実習
・地域関係者への提案

・卒業論文「私の地域活性化プ
ラン」の作成・発表

・スポーツに関する資格取得
・ＨＰ・インスタグラムを活用
した地域の魅力発信

・ふるさと教育教材(ゲーム)に
よるふるさと教育の推進によ
る郷土愛の育成

・町長と将来の町について語り
合う

・地域での探究活動
・全国の地域づくりを学ぶｵﾝﾗｲﾝ研修
・スポーツツーリズムの企画、提案

＜研究開発の目標＞ 地域と連携、協働した実践的、体験的な取組が郷土愛を育むともに、「人づくりネットワーク」を
構築し、未来型人材を育成する「村岡メソッド」を開発する。

卒業生ネットワーク構築に
よる関係人口の増加

成果
・・「「つつけけたたいい能能力力」」ににつついいててはは概概ねね良良好好なな成成果果をを上上げげたた。。
・・ココロロナナ禍禍ににおおいいてて可可能能なな方方法法やや対対象象をを変変更更・・工工夫夫しし、、オオンンラライイ
ンン
等等のの有有用用性性やや可可能能性性をを認認識識しし、、技技術術のの蓄蓄積積をを図図れれたた。。

・・目目標標設設定定シシーートトもも「「発発表表すするる機機会会」」以以外外はは達達成成。。

課課題題
・・ 「「つつけけたたいい能能力力」」ににつついいててはは、、類類型型生生徒徒以以外外でではは「「ププレレゼゼンンテテーー
シショョンン能能力力」」とと「「議議論論すするる能能力力」」をを育育成成すするる取取組組みみがが必必要要ででああるる。。

・・オオンンラライインンをを活活用用ししてて、、卒卒業業生生とと連連携携ししたたココンンソソーーシシアアムム拡拡大大とと
教教育育ココーーデディィネネーータターー体体制制のの構構築築をを図図るる。。

但馬地域が輩出した日本のペスタロッチと言われた東井義雄。彼の「村を育てる学力」の理念は、現在の教育に通じる。本プロジェクトは、生徒が地域での
学びを通して、「村(地域)を育てる学力」等を身につけるとともに、どの地域で暮らしてもふるさとを愛する、未来型人材の育成を行う。

兵庫県教育委員会 兵庫県立村岡高等学校 令和２年度地域との協働による高等学校教育改革推進事業（地域魅力化型）

村岡高校の目指す姿

具
体
的
取
組

香美町教育委員会

＜村高発 地域元気化プロジェクト（全校生）＞ ＊マラソン大会等イベント行事の中止
５グループ（地域福祉・民芸・食文化・環境・吹奏楽団）の地域協働活動、村高フォーラム（探究活
動の成果発表・パネルディスカッション）総合的な探究の時間発表会(校内オンライン)

地域の現状を理解し、地域課
題発見・解決に寄与する学び
から「新たな地域資源を創造
する」意欲を持つ生徒。

目指す生徒像

74

「村高メソッド」の開発

地域との協働による高等学校教育改革推進事業
（地域魅力化型） Ｒ２～４

＜研究開発の目標＞
地域と連携、協働した実践的、体験的な取組が郷土愛を育むと
もに、「人づくりネットワーク」を構築し、未来型人材を育成する。

＜目指す生徒像＞
地域の現状を理解し、地域課題発見・解決に寄与する学び
から「新たな地域資源を創造する」意欲を持つ生徒。

73

スライド 73

スライド 75

スライド 77

スライド 74

スライド 76
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